
﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
の
撰
句
資
料

︱
︱
後
土
御
門
院
と
近
臣
︱
︱

岩

下

紀

之

１

後
鳥
羽
院
・
後
嵯
峨
院
の
時
代
は
そ
れ
ぞ
れ
連
歌
が
熱
心
に
興
行
さ
れ
た
時
代
で
、
定
家
・
家
隆
ら
、
ま
た
為
家
と
女
房
た
ち
の
作
品
を
﹃
菟

玖
波
集
﹄
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
鳥
羽
院
の
句
は
十
九
句
、
後
嵯
峨
院
も
二
十
二
句
入
集
し
て
お
り
、
そ
の
時
代
の
連
歌
壇
に
重
き
を
な

し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
集
成
立
時
の
後
光
厳
院
の
句
は
十
一
句
に
す
ぎ
ず
、
良
基
の
主
導
す
る
こ
の
時
代
に
お
い
て
熱
心
な

作
家
と
は
見
え
な
い
。

﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
に
後
土
御
門
院
の
句
は
百
九
句
入
集
し
て
い
る
。
心
敬
の
百
廿
三
句
、
宗
砌
の
百
十
四
句
に
次
ぐ
三
位
を
占
め
、
専
順
の

百
八
句
を
一
句
上
ま
わ
る
の
が
後
土
御
門
院
そ
の
人
で
あ
り
、
宗
r
や
兼
載
の
倍
に
近
い
。
集
中
の
最
有
力
の
作
家
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
撰
句
の
も
と
と
な
っ
た
百
韻
・
千
句
類
と
﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
を
対
照
し
、
概
観
し
て
検
討
を
試
み
た
い
。

宗
r
は
﹃
竹
林
抄
﹄
を
撰
句
資
料
の
中
心
に
据
え
、
い
わ
ゆ
る
七
賢
の
句
は
事
実
上
す
べ
て
こ
こ
か
ら
採
っ
て
い
る
。
研
究
史
上
、
極
め
て

早
期
の
う
ち
に
こ
の
こ
と
は
注
目
さ
れ
、
両
者
の
比
較
検
討
は
尽
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
禁
裏
関
係
の
こ
と
が
ら
も
先
学
に
よ
っ
て

精
し
く
追
求
さ
れ
て
お
り
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
だ
け
で
も
以
下
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
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○
伊
地
知
鐵
男
氏
﹃
宗
r
﹄︵
昭
和
十
八
年
︶

集
編
纂
に
際
し
て
の
禁
裏
か
ら
の
資
料
の
下
賜
に
つ
き
詳
細
に
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

○
金
子
金
治
郎
氏
﹃
新
撰
菟
玖
波
集
の
研
究
﹄︵
昭
和
四
十
四
年
︶

集
全
体
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
が
、
特
に
足
利
義
政
の
入
集
句
に
つ
き
丁
寧
に
出
典
の
確
認
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
出
典
の
考
証
に
つ

き
必
要
に
応
じ
︵
金
︶
と
注
記
す
る
。

○
両
角
倉
一
氏
﹁
後
土
御
門
帝
連
歌
壇
の
作
品
に
つ
い
て
︱
現
存
作
品
の
整
理
と
式
目
実
施
の
状
況
︱
﹂︵
﹃
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
﹄

３

昭
和
四
十
四
年
︶

後
土
御
門
院
の
連
歌
に
つ
き
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
式
目
実
施
の
実
際
を
究
明
し
て
い
る
。

○
福
井
毅
氏
﹁
新
撰
菟
玖
波
集
撰
句
の
様
相
︱
禁
裏
御
連
歌
資
料
増
補
を
中
心
に
︱
﹂︵
﹃
皇
学
館
大
学
紀
要
﹄
第
十
二
輯
・
昭
和
四
十
九
年
︶

主
に
公
家
日
記
に
よ
っ
て
集
と
の
共
通
句
を
探
究
。
発
句
部
は
特
に
精
し
く
、
本
稿
で
補
う
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
他
百
韻
類

に
も
目
配
り
し
た
労
作
で
あ
る
。
発
表
以
来
筆
者
の
念
頭
を
離
れ
た
こ
と
が
な
い
論
文
で
、
少
し
で
も
学
恩
に
報
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
以

下
出
典
の
考
証
に
際
し
︵
福
︶
と
注
記
す
る
。

○
位
藤
邦
夫
氏
﹁
後
崇
光
院
と
伏
見
宮
連
歌
会
﹂︵﹃
連
歌
と
中
世
文
芸
﹄
所
収

昭
和
五
十
二
年
︶

﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
に
応
永
年
間
興
行
の
後
崇
光
院
の
句
が
入
集
す
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
。︵
位
︶
と
注
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。

○
大
取
一
馬
氏
﹁
文
明
十
五
年
三
月
廿
五
年
賦
白
何
連
謌
︵
聖
護
院
蔵
︶
に
つ
い
て
﹂︵
﹃
龍
谷
大
学
国
文
学
論
叢
﹄
二
八

昭
和
五
十
八
年
︶

こ
の
百
韻
を
紹
介
の
上
、
入
集
句
を
確
認
さ
れ
た
。︵
大
︶
と
注
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。

○
赤
瀬
信
吾
氏
﹃
百
韻
連
歌
懐
紙
曼
殊
院
蔵

﹄︵
昭
和
五
十
九
年
︶

曼
殊
院
蔵
の
連
歌
を
影
印
・
翻
刻
の
上
、
解
説
を
ほ
ど
こ
さ
れ
、
集
へ
の
入
集
を
確
認
さ
れ
た
。
以
下
︵
赤
︶
と
注
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。

○
安
達
敬
子
氏
﹁
源
氏
詞
連
歌
の
本
文
と
出
典
︱
源
氏
物
語
原
典
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵
京
都
府
立
大
学
術
報
告
︵
人
文
・
社
会
︶
五
三
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平
成
十
三
年
︶

後
土
御
門
院
独
吟
の
源
氏
詞
百
韻
の
翻
刻
と
研
究
、
な
ら
び
に
、
入
集
句
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
金
子
氏
著
は
入
集

句
の
句
番
号
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
文
の
紹
介
は
初
め
て
と
思
わ
れ
る
。︵
安
︶
と
注
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。

○
三
角
範
子
氏
﹁
足
利
義
教
邸
月
次
連
歌
会
に
つ
い
て
﹂︵﹃
九
州
史
学
一
二
二

平
成
十
一
年
︶

義
教
将
軍
の
連
歌
活
動
に
つ
い
て
の
調
査
は
初
め
て
な
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

○
廣
木
一
人
氏
﹁
後
土
御
門
天
皇
家
の
月
次
連
歌
﹂︵﹃
青
山
語
文
﹄
三
十
一

平
成
十
三
年
︶

同
じ
く
﹁
連
歌
懐
紙
を
め
ぐ
っ
て
︱
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
後
土
御
門
院
内
裏
連
歌
懐
紙
を
軸
に
︱
﹂︵
﹃
青
山
語
文
﹄
三
八

平
成
二
十
年
︶

後
土
御
門
院
の
連
歌
活
動
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
が
、
特
に
後
者
で
の
賦
物
連
歌
残
欠
の
研
究
が
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
も
と
づ
き
、
入
集
句
を
概
観
し
、
何
句
か
を
補
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

２

次
に
百
韻
千
句
類
で
一
定
の
ま
と
ま
り
を
単
位
と
し
、﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
入
集
句
を
提
示
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
赤
瀬
氏
に
よ
る
﹃
百
韻
連
歌

懐
紙
﹄
か
ら
。

曼
殊
院
蔵
百
韻
連
歌

⑴
寛
正
二
年
五
月
十
日

夕
何

千
句
第
七

⑵
寛
正
二
年
六
月
十
四
日

花
何

千
句
第
十

⑶
文
明
十
一
年
十
一
月
廿
二
日

何
船

⑷
文
明
十
四
年
�
七
月
一
日

何
木
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⑸
文
明
十
六
年
十
二
月
廿
五
日

何
路

⑹
文
明
十
九
年
六
月
廿
五
日

朝
何

⑺
延
徳
四
年
正
月
廿
五
日

唐
何

⑻
明
応
四
年
三
月
七
日

韻
字

⑼
明
応
七
年
九
月
十
七
日

何
船

右
の
う
ち
⑹
は
甘
露
寺
親
長
の
独
吟
で
、
他
と
性
格
を
異
に
す
る
。
ま
た
⑼
は
時
期
的
に
﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
の
入
集
は
あ
り
え
な
い
。

入
集
句
を
以
下
一
覧
し
て
お
く
。

㈠
寛
正
二
年
六
月
十
四
日
百
韻

、
50

51

な
す
事
そ
な
き
は
る
の
諸
人

発
し
よ
り
花
に
そ
む
る
は
心
に
て

巻
一

九
七
、
九
八

な
す
事
そ
な
き
春
の
も
ろ
人

さ
き
し
よ
り
花
に
そ
む
る
は
こ
ゝ
ろ
に
て

後
花
園
院
御
製

㈡
文
明
十
一
年
十
一
月
廿
二
日
百
韻

６
、
７

を
き
も
さ
た
め
す
風
の
し
た
露

宗
巧

日
く
る
れ
は
か
な
た
こ
な
た
に
虫
鳴
て

同

巻
四

六
六
五
、
六
六
六

を
き
も
さ
た
め
す
風
の
下
露

日
く
る
れ
は
こ
な
た
か
な
た
に
む
し
な
き
て

御
製
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㈢
同

、
83

84

水
音
は
た
え
す
き
こ
え
て
人
も
な
し

茶
千
丸

岩
の
は
さ
ま
に
身
を
か
く
さ
は
や

巻
十
七

三
三
一
九
、
三
三
二
〇

水
の
音
た
え
す
き
こ
え
て
人
も
な
し

岩
の
は
さ
ま
に
身
を
か
く
さ
は
や

御
製

㈣
文
明
十
四
年
�
七
月
一
日

、
54

55

く
ら
ふ
の
山
そ
路
は
さ
か
し
き

中
ゝ

い
つ
く
に
も
月
に
や
と
り
は
と
ら
ま
ほ
し

親
ゝ

巻
十
一

二
二
六
八
、
二
二
六
九

く
ら
ふ
の
山
そ
道
は
さ
か
し
き

い
つ
く
に
も
や
と
り
は
月
に
と
ら
ま
ほ
し

三
品
親
王

㈤
文
明
十
六
年
十
二
月
廿
五
日

、
19

20

面
か
け
は
か
す
め
る
月
に
立
そ
ひ
て

海
住
山
大
納
言

夕
へ
を
の
こ
す
花
の
と
を
山

親
王
御
方

巻
一

一
六
一
、
一
六
二

お
も
か
け
は
か
す
め
る
月
に
立
そ
ひ
て

ゆ
ふ
へ
を
の
こ
す
は
な
の
と
を
や
ま

三
品
親
王

㈥
延
徳
四
年
正
月
廿
五
日

、
38

39
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野
は
う
ら
か
れ
の
色
そ
さ
ひ
た
る

勧
修
寺
前
大
納
言

し
き
の
た
つ
秋
の
さ
は
水
か
す
か
に
て

親
王
御
方

巻
十
三

二
六
五
二
、
二
六
五
三

野
は
う
ら
か
れ
の
色
そ
さ
ひ
た
る

鴫
の
た
つ
秋
の
沢
水
か
す
か
に
て

三
品
親
王

㈦
同

、
68

69

し
の
ふ
む
か
し
や
か
た
り
の
こ
さ
む

四
条
大
納
言

な
に
事
も
老
は
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
な
ら
て

巻
十
六

三
一
三
七
、
三
一
三
八

し
の
ふ
む
か
し
や
か
た
り
の
こ
さ
む

何
事
も
老
は
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
な
ら
て

御
製

赤
瀬
氏
に
よ
っ
て
以
上
七
例
が
確
認
さ
れ
、﹁
こ
れ
ら
の
懐
紙
は
﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
の
撰
集
資
料
と
し
て
、
三
条
西
実
隆
な
ど
を
通
し
て
宗

r
た
ち
に
貸
し
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る(１

)

﹂
と
考
証
さ
れ
た
。
第
㈡
の
作
者
を
集
は
御
製
と
し
て
採
っ
て
お
り
、
こ
の
七
つ
の

入
集
例
は
、
後
花
園
院
・
後
土
御
門
院
・
三
品
親
王
︵
後
柏
原
院
︶
の
三
代
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
え
て
蛇
足
を
加
え
る
と
、
こ
れ
ら

懐
紙
は
原
懐
紙
で
あ
り
、
転
写
本
の
存
在
が
聞
え
ず
、
一
括
し
て
伝
来
し
、
あ
る
程
度
の
数
の
入
集
句
が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
複
数
の

条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
こ
れ
ら
の
条
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
、
撰
集
資
料
で
あ
る
と
の
推
定
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
原
懐
紙
と
は
本
稿
で
は
連
歌
興
行
の
一
員
に
よ
る
写
本
と
し
、
そ
の
場
で
の
執
筆
の
書
記
も
、
そ
の
後
の
清
書
、
例
え
ば
合
点
を
乞
う

た
め
の
も
の
や
、
法
楽
連
歌
奉
納
に
と
も
な
う
も
の
な
ど
を
含
め
て
お
く
。
先
学
の
用
語
と
の
整
合
を
図
る
た
め
で
あ
る
。
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３

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
賦
物
連
歌
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
原
懐
紙
の
集
成
で
あ
る
。
年
代
順
に
第
一
七
集
ま
で
あ
り
、
細
か
な
調
査
は
さ
し
ひ
か

え
る
が
、
第
五
集
の
天
文
年
間
ま
で
は
後
土
御
門
院
、
後
柏
原
院
、
後
奈
良
院
の
三
代
と
近
臣
と
の
連
歌
で
あ
る
。
公
家
日
記
を
通
読
し
て
ゆ

く
と
、
天
文
年
間
ま
で
禁
裏
に
お
い
て
天
皇
と
近
臣
た
ち
に
よ
っ
て
日
常
的
に
連
歌
興
行
が
あ
る
。
そ
の
際
の
懐
紙
は
大
量
に
伝
来
し
、
し
か

る
べ
き
場
所
に
分
配
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
賦
物
連
歌
は
桂
宮
本
で
あ
る
か
ら
、
頒
た
れ
た
日
時
は
不
明
と
は
言
え
、
宮
家
に
伝
え
ら
れ
、
さ

ら
に
書
陵
部
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
六
集
か
ら
は
、
特
に
天
正
十
年
以
降
に
な
る
と
、
紹
巴
ら
連
歌
師
の
連
歌
が
増
え
、
性
格
が

変
わ
っ
て
く
る
。﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
入
集
句
が
あ
る
の
は
第
二
ま
で
な
の
で
、
こ
こ
で
は
第
一
、
第
二
を
合
わ
せ
て
示
す
。

賦
物
連
歌
一

⑴
文
明
十
二
年
八
月
廿
五
日

青
何

⑵
文
明
十
三
年
六
月
二
日

何
路

⑶
文
明
十
三
年
十
一
月
廿
五
日

何
路

⑷
文
明
十
四
年
正
月
十
六
日

何
人

⑸
文
明
十
四
年
二
月
廿
三
日

何
木

千
句
第
二

⑹
文
明
十
四
年
二
月
廿
四
日

何
船

千
句
第
五

⑺
文
明
十
四
年
二
月
廿
五
日

初
何

千
句
第
九

⑻
文
明
十
四
年
三
月
十
二
日

山
何

⑼
文
明
十
四
年
九
月
十
三
日

何
木
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⑽
文
明
十
四
年
十
月
十
六
日

何
木

⑾
文
明
十
四
年
十
一
月
十
二
日

何
船

⑿
文
明
十
五
年
四
月
二
日

山
何

⒀
文
明
十
六
年
二
月
廿
五
日

和
漢

千
句
第
十

⒁
文
明
十
八
年
四
月
廿
五
日

門
何

⒂
文
明
十
八
年
六
月
十
七
日

何
船

⒃
文
明
十
八
年
八
月
廿
五
日

名
号

⒄
文
明
十
八
年
十
一
月
二
日

何
路

右
の
う
ち
、
⑷
は
宗
伊
ら
の
連
歌
で
、
地
下
の
作
へ
の
興
味
か
ら
入
手
・
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

入
集
句
の
一
覧
。

㈠
文
明
十
三
年
六
月
二
日

、

、

78

79

80

雲
よ
り
う
へ
に
た
か
き
山
て
ら

二
位
入
道

す
み
ま
さ
る
月
は
軒
は
に
影
さ
し
て

勧
修
寺
宮

し
の
ふ
の
露
に
わ
た
る
秋
風

親
王
御
方

巻
四

八
一
七
、
八
一
八

雲
よ
り
う
へ
に
た
か
き
山
て
ら

す
み
わ
た
る
月
は
軒
は
に
か
せ
ふ
け
て

常
信
法
親
王

巻
四

六
三
三
、
六
三
四

す
み
ま
さ
る
月
は
軒
は
に
影
ふ
け
て

─ 8 ─



し
の
ふ
の
露
に
わ
た
る
あ
き
か
せ

三
品
親
王

㈡
文
明
十
三
年
十
一
月
廿
五
日

、

︵
金
・
福
︶

25

26

は
た
さ
む
き
夕
の
風
に
待
わ
ひ
て

侍
従
中
納
言

か
れ
野
ゝ
お
は
な
誰
ま
ね
く
ら
ん

民
部
卿

巻
六

一
一
二
四
、
一
一
二
五

文
明
十
三
年
十
一
月
廿
五
日
内
裏
に
て
百
韵
の
連
歌
に

秋
さ
む
き
夕
の
風
に
待
わ
ひ
て

か
れ
野
の
お
は
な
た
れ
ま
ね
く
ら
む

神
r
伯
忠
富

㈢
文
明
十
四
年
二
月
廿
四
日

、
26

27

松
の
葉
わ
け
に
お
つ
る
う
す
雪

時
顕

枯
は
つ
る
霜
の
下
草
う
つ
も
れ
て

勧
修
寺
大
納
言

巻
六

一
一
二
八
、
一
一
二
九

松
の
葉
わ
け
に
お
つ
る
う
す
雪

か
れ
は
つ
る
霜
の
し
た
草
う
つ
も
れ
て

前
大
納
言
教
秀

㈣
文
明
十
四
年
九
月
十
三
日

、

︵
金
・
福
・
○
︶

26

27

あ
ま
り
し
の
ふ
も
人
や
あ
や
む
る

昔
は
と
い
ふ
さ
へ
ま
れ
に
な
り
は
て
ゝ

肖
柏

巻
十
七

三
三
九
七
、
三
三
九
八

文
明
十
四
年
九
月
十
三
日
内
裏
に
て
百
韵
の
連
歌
に

─ 9 ─



あ
ま
り
し
の
ふ
も
人
や
あ
や
め
む

昔
は
と
い
ふ
さ
へ
ま
れ
に
な
り
は
て
ゝ

肖
柏
法
師

㈤
文
明
十
五
年
四
月
二
日

５
、
６

雲
ま
に
お
つ
る
か
り
の
こ
ゑ
〳
〵

親
王
御
方

秋
の
田
の
ほ
の
か
に
月
の
影
み
え
て

言
国
朝
臣

巻
四

七
九
五
、
七
九
六

雲
ま
に
お
つ
る
か
り
の
こ
ゑ
〳
〵

秋
の
田
の
ほ
の
か
に
月
も
う
つ
ろ
ひ
て

権
中
納
言
言
国

㈥
同

、
67

68

身
の
お
い
を
さ
ら
に
お
と
ろ
く
年
の
暮

中
院
一
位

う
き
い
の
ち
こ
そ
か
き
り
し
ら
れ
ね

親
王
御
方

巻
十
六

三
二
一
一
、
三
二
一
二

身
の
老
を
さ
ら
に
お
と
ろ
く
年
の
暮

う
き
い
の
ち
こ
そ
か
き
り
し
ら
れ
ね

三
品
親
王

㈦
文
明
十
八
年
四
月
廿
五
日

90

あ
や
う
き
も
の
と
命
を
は
し
れ

権
帥

く
る
ゝ
野
の
と
も
し
に
鹿
の
お
と
ろ
か
て

在
数

巻
十
七

三
二
九
九

あ
や
う
き
も
の
と
命
を
は
し
れ

─ 10 ─



後
の
世
を
お
も
は
て
人
や
を
く
る
ら
む

入
道
親
王
道
永

※
こ
の
前
句
は
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
。

㈧
文
明
十
八
年
六
月
十
七
日

、
36

37

見
る
た
ひ
に
猶
う
ら
み
こ
そ
そ
へ

重
治
朝
臣

花
さ
か
り
一
日
〳
〵
に
う
つ
ろ
ひ
て

親
王
御
方

巻
二

二
二
七
、
二
二
八

見
る
た
ひ
に
な
を
う
ら
み
こ
そ
そ
へ

花
さ
か
り
ひ
と
日
〳
〵
に
う
つ
ろ
ひ
て

三
品
親
王

㈨
文
明
十
八
年
十
一
月
二
日

、
16

17

う
つ
あ
さ
こ
ろ
も
さ
む
き
山
さ
と

姉
小
路
宰
相

白
妙
の
霜
夜
の
月
に
秋
ふ
け
て

侍
従
中
納
言

巻
五

一
〇
五
六
、
一
〇
五
七

山
さ
と
さ
む
く
こ
ろ
も
う
つ
声

白
妙
の
霜
夜
の
月
に
秋
ふ
け
て

権
大
納
言
実
隆

㈩
同

、
46

47

な
か
く
な
る
夜
に
人
を
ま
つ
こ
ろ

姉
小
路
宰
相

明
や
ら
ぬ
か
き
り
は
ゆ
め
を
た
の
み
に
て

帥

─ 11 ─



巻
九

一
七
四
九
、
一
七
五
〇

な
か
く
な
る
夜
に
人
を
ま
つ
こ
ろ

あ
け
や
ら
ぬ
か
き
り
は
夢
を
た
の
み
に
て

従
一
位
教
忠

!
同

、
66

67

ね
か
ひ
つ
き
せ
ぬ
こ
ゝ
ろ
お
ろ
か
さ

帥

お
さ
ま
れ
る
代
に
さ
へ
う
さ
は
あ
り
ぬ
へ
し

巻
十
六

三
一
一
三
、
三
一
一
四

ね
か
ひ
つ
き
せ
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
ろ
か
さ

お
さ
ま
れ
る
世
に
さ
へ
う
さ
は
あ
り
つ
へ
し

御
製

賦
物
連
歌
二

⑴
長
享
元
年
九
月
廿
五
日

山
何

⑵
長
享
元
年
十
一
月
廿
二
日

朝
何

⑶
長
享
二
年
十
一
月
十
日

何
路

名
残
欠

⑷
長
享
三
年
正
月
廿
五
日

何
人

⑸
長
享
三
年
八
月
十
九
日

山
何

⑹
延
徳
二
年
七
月
廿
六
日

何
船

入
集
句
の
一
覧
。

㈠
長
享
元
年
九
月
廿
五
日

、
44

45

な
へ
て
の
春
も
光
な
き
谷

親
王
御
方
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鴬
や
花
を
遅
し
と
う
ら
む
ら
ん

権
帥

巻
一

二
七
、
二
八

な
へ
て
の
春
も
ひ
か
り
な
き
谷

鴬
や
花
を
ゝ
そ
し
と
う
ら
む
ら
む

従
一
位
教
忠

㈡
長
享
三
年
正
月
廿
五
日

、
48

49

わ
け
い
る
山
や
お
く
に
な
る
ら
ん

左
兵
衛
督

軒
は
な
る
し
の
ふ
を
さ
と
の
名
に
聞
て

中
御
門
大
納
言

巻
十
四

二
七
九
四
、
二
七
九
五

わ
け
入
山
や
お
く
に
な
る
ら
む

軒
は
な
る
し
の
ふ
を
里
の
名
に
き
ゝ
て

権
大
納
言
宣
胤

㈢
同
、

、

、

64

65

66

ふ
る
き
宮
井
は
か
み
さ
ひ
に
け
り

大
蔵
卿

と
も
し
火
に
夜
る
の
景
色
は
し
つ
か
に
て

親
王
御
方

ま
と
う
つ
雨
そ
袖
に
こ
た
ふ
る

左
兵
衛
督

巻
十
五

二
九
七
二
、
二
九
七
三
、
二
九
七
四

ふ
る
き
宮
ゐ
は
神
さ
ひ
に
け
り

と
も
し
火
に
よ
る
の
け
し
き
は
し
つ
か
に
て

三
品
親
王

窓
う
つ
雨
そ
袖
に
こ
た
ふ
る

参
議
重
治

─ 13 ─



先
学
に
よ
っ
て
す
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
頭
文
字
一
字
で
、﹃
新
撰
菟
玖
波
集
全
釈
﹄
に
つ
い
て
は
編
者
が
複
数
の
た
め

﹁
○
﹂
で
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
か
な
り
多
数
の
句
の
入
集
し
て
い
る
の
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
賦
物
連
歌
の
場
合
、
原
懐
紙
で
あ
り
、

転
写
本
の
存
在
を
見
ず
、
一
括
り
に
な
っ
て
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
そ
れ
自
体
が
撰
句
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

４

宮
内
庁
書
陵
部
﹃
和
漢
図
書
分
類
目
録

増
加
第
一
﹄
に
記
載
さ
れ
た
﹁
賦
物
連
歌

文
明
︱
享
禄
︵
各
残
欠
︶﹂
は
興
味
深
い
資
料
と
言
え

る
。
廣
木
一
人
氏
に
よ
っ
て
整
理
番
号

の

、

は
同
じ
連
歌
で
あ
る
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に
も
注
意
す
べ
き
事
が
ら
が
あ
る
。

18

10

11

残
欠
と
言
っ
て
も
懐
紙
四
枚
の
う
ち
三
枚
が
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
延
徳
二
年
六
月
廿
四
日
、
明
応
三
年
十
月
十
五
日
、
明
応
四
年
四
月

七
日
、
明
応
八
年
十
一
月
十
三
日
、
大
永
三
年
六
月
廿
六
日
、
大
永
八
年
四
月
廿
九
日
、
享
禄
四
年
三
月
二
日
の
日
付
を
持
つ
も
の
と
、

︱
18

、

︱

の
整
理
番
号
を
付
さ
れ
た
も
の
が
そ
う
で
あ
る
。
一
方
、
先
に
見
た
賦
物
連
歌
二
の
⑶
長
享
二
年
十
一
月
十
日
の
百
韻
は
名
残
の

13

18

20

折
を
欠
い
て
い
る
。
残
欠
の
部
に
ま
わ
さ
れ
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

文
明
十
八
年
三
月
日
の
百
韻
は
初
折
と
二
の
折
の
五
十
句
の
み
の
残
欠
で
あ
る
が
、
連
歌
合
集
二
十
二
に
も
写
本
が
あ
る
。
こ
ち
ら
に
は
初

折
・
二
の
折
の
ほ
か
、
名
残
の
折
が
残
っ
て
い
る
。
残
欠
所
収
本
は
左
大
臣
点
と
あ
り
、
合
集
本
に
も
合
点
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
点
者
の

名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
当
然
合
点
に
は
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
作
者
表
記
に
出
入
り
が
あ
る
。
つ
ま
り
両
者
は
異
な
る
点
者
に

提
示
さ
れ
た
も
の
が
、
別
途
伝
来
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
こ
か
ら
二
句
入
集
句
が
あ
り
、
合
集
本
の
検
討
の
項
に
記
し
た
。

ま
た
文
明
十
九
年
六
月
廿
五
日
に
北
野
社
法
楽
連
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
独
吟
で
十
編
興
行
さ
れ
、
そ
の
う
ち
三
つ
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
後
土
御
門

院
、
三
条
西
実
隆
、
甘
露
寺
親
長
の
自
筆
本
で
あ
る
が
、
賦
物
連
歌
に
一
括
さ
れ
ず
、
書
陵
部
、
天
理
図
書
館
、
曼
殊
院
に
現
存
し
て
い
る
。

一
方
そ
の
前
年
、
文
明
十
八
年
卯
月
廿
五
日
に
十
座
の
北
野
社
法
楽
連
歌
が
興
行
さ
れ
て
い
る
が
、
残
欠
の
部
に
三
つ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
何
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か
編
集
の
方
針
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

賦
物
連
歌
残
欠
。

㈠
﹁
行

に
物
す
さ
ま
し
き
水
の
色
﹂
を
初
句
と
す
る
懐
紙

６
、
７

夢
と
を
さ
か
る
よ
は
の
か
り
ふ
し

時
顕

と
ま
り
舟
磯
う
つ
浪
を
枕
に
て

左
大
臣

巻
十
二

二
三
六
〇
、
二
三
六
一

夢
と
を
さ
か
る
夜
半
の
か
り
ふ
し

と
ま
り
船
い
そ
う
つ
な
み
を
ま
く
ら
に
て

前
左
大
臣

㈡
同

、
19

20

は
る
か
な
る
雲
ゐ
の
"
の
を
と
つ
れ
て

時
顕

い
な
は
色
つ
き
霜
ま
よ
ふ
こ
ろ

左
大
臣

巻
五

八
九
七
、
八
九
八

は
る
か
な
る
雲
ゐ
の
"
の
音
つ
れ
て

い
な
は
色
つ
き
霜
ま
よ
ふ
こ
ろ

前
左
大
臣

︱
３
と
整
理
番
号
が
打
た
れ
た
一
枚
の
懐
紙
で
、
左
大
臣
と
時
顕
の
両
吟
で
あ
る
。

18
賦
物
連
歌
残
欠
は
原
懐
紙
で
あ
ろ
う
が
、
既
に
見
た
よ
う
に
別
系
統
の
写
本
が
存
在
し
、
賦
物
連
歌
本
体
と
の
関
係
も
不
明
確
で
あ
る
。
先

に
見
た
二
句
と
合
わ
せ
る
と
、
そ
れ
な
り
の
数
の
入
集
句
が
あ
る
も
の
の
、
一
つ
の
百
韻
か
ら
一
人
の
句
二
句
の
入
集
と
い
う
こ
と
は
、
撰
者

の
手
元
に
左
大
臣
︵
西
園
寺
実
遠
︶
か
ら
提
出
さ
れ
た
句
集
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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５

国
会
図
書
館
蔵
﹃
連
歌
合
集
﹄
は
大
き
な
叢
書
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
十
一
、
二
十
二
、
二
十
九
の
う
ち
、
集
成
立
以
前
に
興
行

さ
れ
た
百
韻
を
調
べ
た
。
十
一
は
寛
正
以
来
の
作
を
納
め
る
が
、
八
つ
目
の
文
明
十
八
年
九
月
廿
三
日
の
百
韻
ま
で
を
調
査
の
対
象
と
し
た
。

二
十
二
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
集
め
ら
れ
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
百
韻
は
御
製
、
親
王
御
方
と
実
隆
の
三
吟
で
あ
り
、
賦
物
連
歌

残
欠
に
も
一
本
が
あ
る
。
二
十
九
は
特
殊
な
賦
物
を
取
っ
た
百
韻
を
集
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
写
は
江
戸
時
代
で
合
集
本
自
体
は
撰
句
資

料
で
は
あ
り
え
ず
、
個
々
の
百
韻
と
し
て
入
集
句
を
探
る
の
み
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
十
一
集
に
つ
い
て
は
後
で
考
え
た
い
。

連
歌
合
集
十
一

⑴
寛
正
二
年
十
一
月
廿
二
日

何
船

⑵
文
明
六
年
正
月
五
日

何
木

⑶
︵
し
く
れ
き
や
︶

山
何

⑷
︵
ち
ら
ぬ
よ
り
︶

何
船

⑸
文
明
十
一
年
六
月
廿
五
日

山
何

⑹
文
明
十
四
年
二
月
廿
三
日

山
何

千
句
第
一

⑺
文
明
十
七
年
六
月
廿
六
日

夕
何

⑻
文
明
十
八
年
九
月
廿
三
日

何
人

連
歌
合
集
二
十
二

⑼
文
明
十
八
年
二
月
丗
日

何
人
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連
歌
合
集
二
十
九

⑽
文
明
十
四
年
五
月
十
日

名
号

⑾
文
明
十
四
年
六
月
廿
二
日

源
氏
詞

⑿
文
明
十
四
年
八
月
廿
五
日

一
字
露
顕

⑶
と
⑷
は
興
行
日
時
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
発
句
の
頭
五
文
字
で
示
し
た
。
ま
た
⑵
は
元
盛
・
宗
r
の
両
吟
、
⑶
は
宗
r
・
賢
重
の
両
吟
で
、

本
稿
の
検
討
対
象
と
は
し
な
い
。
⑷
は
当
禁
裏
様
と
三
条
西
実
隆
の
両
吟
で
あ
る
。
⑼
と
⑽
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
六
句
と
五
十
句
を
残
す
の
み

の
不
完
全
な
状
態
で
あ
る
。
⑾
は
後
土
御
門
院
の
独
吟
で
あ
る
。

入
集
句
の
一
覧
。

㈠
文
明
十
一
年
六
月
廿
五
日

、
51

52

君
思
ふ
心
ひ
と
つ
を
し
ら
せ
は
や

基
綱

我
も
恋
に
は
身
を
そ
を
し
ま
ぬ

四
辻
大
納
言

巻
九

一
八
〇
三
、
一
八
〇
四

君
お
も
ふ
心
ひ
と
つ
を
し
ら
せ
は
や

た
れ
も
恋
に
は
身
を
そ
お
し
ま
ぬ

前
大
納
言
季
春

㈡
文
明
十
七
年
六
月
廿
六
日

、

、

︵
○
︶

68

69

70

い
か
て
か
六
の
道
を
は
な
れ
ん

肖
柏

は
ら
ひ
え
ぬ
心
の
塵
の
か
ゝ
る
身
に

海
住
山
大
納
言

硯
に
む
か
ふ
朝
こ
と
の
窓

─ 17 ─



巻
十
六

三
二
〇
七
、
三
二
〇
八

い
か
て
か
六
の
み
ち
を
は
な
れ
ん

は
ら
ひ
え
ぬ
心
の
ち
り
の
か
ゝ
る
身
に

権
大
納
言
高
清

巻
十
五

二
九
七
五
、
二
九
七
六

は
ら
ひ
え
ぬ
心
の
塵
の
か
ゝ
る
身
に

す
ゝ
り
に
む
か
ふ
あ
さ
こ
と
の
ま
と

御
製

㈢
文
明
十
八
年
二
月
丗
日

、
11

12

か
り
枕
名
こ
り
を
月
に
し
き
す
て
ゝ

一
夜
の
や
と
も
お
な
し
故
郷

親
王
御
方

巻
十
二

二
二
九
八
、
二
二
九
九

か
り
枕
な
こ
り
を
月
に
し
き
す
て
ゝ

一
夜
の
や
と
も
お
な
し
ふ
る
さ
と

三
品
親
王

㈣
同

、
38

39

い
つ
の
夢
と
か
都
い
て
け
ん

親
王
御
方

こ
の
神
の
か
へ
り
北
野
に
宮
居
し
て

巻
十
八

三
四
六
七
、
三
四
六
八

北
野
社
に
た
て
ま
つ
ら
せ
給
け
る
百
韵
の
連
歌
に

い
つ
の
夢
と
か
都
出
け
ん

こ
の
神
の
か
へ
り
北
野
に
宮
ゐ
し
て

御
製

─ 18 ─



㈤
文
明
十
四
年
六
月
廿
二
日

、

︵
金
・
安
・
○
︶

20

21

ほ
ろ
〳
〵
と
お
つ
る
木
ゝ
の
下
露

紅
葉
は
の
み
た
り
か
は
し
く
風
吹
て

巻
五

一
〇
〇
〇
、
一
〇
〇
一

文
明
十
四
年
六
月
源
氏
物
語
の
詞
に
て
侍
し
御
独
連
歌
に

ほ
ろ
〳
〵
と
お
つ
る
木
ゝ
の
し
た
露

紅
葉
ゝ
の
み
た
り
か
は
し
く
風
ふ
き
て

御
製

㈥
同

、

︵
金
・
安
・
○
︶

34

35

か
へ
す
〳
〵
も
し
た
ふ
わ
か
れ
そ

こ
ま
や
か
に
又
あ
ふ
事
を
か
た
ら
ひ
て

巻
八

一
五
四
九
、
一
五
五
〇

文
明
十
四
年
六
月
源
氏
物
語
の
詞
に
て
侍
し
御
ひ
と
り
連
歌
に

返
〳
〵
も
し
た
ふ
わ
か
れ
路

こ
ま
や
か
に
又
あ
ふ
事
を
か
た
ら
ひ
て

御
製

㈦

同

、

︵
金
・
安
・
○
︶

67

68

つ
り
舟
の
か
す
ま
さ
り
行
す
ま
の
浦

耳
か
し
か
ま
し
あ
ま
の
さ
え
つ
り

巻
十
四

二
七
五
八
、
二
七
五
九

文
明
十
四
年
六
月
源
氏
物
語
の
詞
に
て
侍
し
御
ひ
と
り
連
哥
に

─ 19 ─



釣
舟
の
数
ま
さ
り
ゆ
く
す
ま
の
浦

み
ゝ
か
し
か
ま
し
あ
ま
の
さ
へ
つ
り

御
製

６

後
土
御
門
院
と
近
臣
を
連
衆
と
す
る
連
歌
は
以
上
に
限
ら
ず
世
に
流
布
し
て
い
る
。
所
蔵
者
は
散
在
し
今
後
も
発
見
さ
れ
る
も
の
が
あ
ろ
う

が
、
筆
者
の
探
り
得
た
も
の
を
列
挙
し
、
入
集
句
を
示
し
た
。
⑹
⑺
⑿
に
つ
い
て
は
紹
介
者
の
翻
刻
に
よ
っ
て
い
る
。
順
に
大
取
一
馬
氏
の
論

文
、
弘
文
荘
の
目
録
、
野
田
千
平
氏
に
よ
る
﹃
熱
田
神
宮
文
化
叢
書
第
十
二

熱
田
神
宮
奉
納
連
歌
上
﹄
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
資
料
を
通
覧
す
る
と
、
⑴
⑶
⑸
⑿
⒀
は
い
ず
れ
も
原
懐
紙
で
あ
る
。
ま
た
、
⑵
⑹
⑺
⑻
は
原
懐
紙
を
巻
子
本
に
装
幀
し
た
も
の
で

あ
る
。
懐
紙
一
枚
の
断
簡
で
あ
っ
た
り
、
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た
り
な
ど
の
状
況
も
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
後
に
考
え
た
い
。

後
土
御
門
院
出
座
の
連
衆
連
歌

⑴
︵
や
ま
ふ
し
の
︶

早
大
伊
地
知
文
庫

名
残
折
の
み
の
断
簡

⑵
文
明
十
一
年
十
二
月
廿
五
日

何
船

東
大
国
文
研
究
室

⑶
文
明
十
二
年
十
一
月
十
二
日

何
路

一
折
の
み
。

早
大
伊
地
知
文
庫

⑷
文
明
十
三
年
二
月
廿
三
日

山
何

千
何
第
三

連
歌
集
書
二
三

─ 20 ─



⑸
文
明
十
四
年
後
七
月
廿
五
日

何
船

京
都
女
子
大

⑹
文
明
十
五
年
三
月
廿
五
日

白
何

聖
護
院

⑺
文
明
十
八
年
正
月
廿
五
日

何
路

弘
文
荘
待
賈
古
書
目
三
一
に
掲
載
。
原
本
と
し
、﹁
鳥
の
子
紙
八
枚
つ
ぎ
﹂﹁
一
巻
﹂
と
あ
り
、
発
句
を
紹
介
。﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
に
入
集
。

⑻
文
明
十
八
年
九
月
廿
三
日

何
人

鶴
見
大
学

連
歌
合
集
十
一
⑻
の
原
本
と
思
わ
れ
る
。

⑼
文
明

七
月

山
何

連
歌
集
書
二
五

⑽
延
徳
二
年
二
月
六
日

山
何

五
十
八
句
の
み
。

早
大
伊
地
知
文
庫

⑾
延
徳
三
年
六
月
廿
二
日

夢
想

連
歌
集
書
二
九

⑿
延
徳
四
年
卯
月
十
九
日

何
木

熱
田
神
宮
奉
納
の
万
句
第
一
。

熱
田
神
宮

た
だ
し
、
発
句
、
脇
、
第
三
の
作
者
が
御
製
、
親
王
御
方
、
仁
和
寺
宮
で
あ
る
の
み
。

⒀
明
応
二
年
八
月
十
五
日

名
号

─ 21 ─



大
東
急
記
念
文
庫

右
の
う
ち
、
⑼
は
後
土
御
門
と
後
柏
原
︵
こ
こ
で
は
親
王
と
表
記
︶
の
両
吟
。
⑽
は
親
と
御
製
の
両
吟
。
⑾
は
後
土
御
門
院
と
勝
仁
︵
後
柏

原
院
︶
の
両
吟
。

入
集
句
の
一
覧
。

㈠
文
明
十
一
年
十
二
月
廿
五
日

１

大
内
の
山
と
し
つ
も
れ
今
朝
の
雪

巻
二
十

三
八
二
九

お
ほ
う
ち
の
山
と
し
つ
も
れ
今
朝
の
ゆ
き

御
製

㈡
文
明
十
三
年
二
月
廿
三
日

、
88

89

き
え
ぬ
は
か
り
の
常
の
と
も
し
火

権
帥

浮
世
を
も
そ
む
き
も
は
て
ぬ
身
を
わ
ひ
て

源
大
納
言
入
道

巻
十
七

三
三
四
九
、
三
三
五
〇

き
え
ぬ
は
か
り
の
つ
ね
の
と
も
し
火

う
き
世
を
は
そ
む
き
も
は
て
ぬ
身
を
わ
ひ
て

蒼
玉
院
入
道
贈
内
大
臣

こ
の
千
句
に
つ
い
て
は
﹃
言
国
卿
記
﹄
に
よ
り
、
次
の
二
句
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

㈢
第
八
百
韵

１

︵
○
︶

か
め
に
さ
せ
こ
う
を
か
さ
ね
ん
春
の
花

禅
閤

巻
十
九

三
六
五
三

内
裏
に
て
千
句
の
連
歌
侍
し
に

─ 22 ─



か
め
に
さ
せ
こ
う
を
つ
く
さ
む
春
の
花

後
成
恩
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

㈣
第
十
百
韵

１

︵
福
・
○
︶

鴬
や
竹
の
う
て
な
の
代
ゝ
の
友

親
王
御
方

巻
十
九

三
六
一
一

う
く
ひ
す
や
竹
の
う
て
な
の
代
ゝ
の
友

三
品
親
王

㈤
文
明
十
五
年
三
月
廿
五
日

、

︵
大
︶

46

47

な
に
か
は
か
た
み
わ
か
れ
て
の
後

中
院
一
位

ひ
と
り
ね
に
は
て
は
な
り
ぬ
る
夢
さ
め
て

親
王
御
方

巻
九

一
七
五
三
、
一
七
五
四

な
に
か
は
か
た
み
わ
か
れ
て
の
あ
と

ひ
と
り
ね
に
後
は
な
り
ぬ
る
夢
さ
め
て

三
品
親
王

㈥
文
明
十
八
年
正
月
廿
五
日

１

梅
ヶ
香
は
風
に
と
ら
れ
ぬ
木
陰
か
な

巻
十
九

三
六
一
三

梅
の
発
句
に

梅
か
ゝ
を
風
に
と
ら
れ
ぬ
木
か
け
哉

御
製

─ 23 ─



７

院
と
近
臣
達
は
い
く
つ
か
独
吟
を
残
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
筆
者
の
見
た
も
の
の
所
蔵
者
、
あ
る
い
は
翻
刻
を
記
し
て
お
く
。

独
吟⑴

霜
も
ま
た
ふ
る
枝
に
あ
さ
し
梅

を
発
句
と
す
る
百
韻

唐
何

後
花
園
院
独
吟

太
田
武
夫
氏
蔵

⑵
応
仁
二
年
十
二
月

後
花
園
院
独
吟

続
群
書
類
従

⑶
文
明
八
年
五
月

何
木

後
土
御
門
院
独
吟

松
平
文
庫

⑷
文
明
十
九
年
六
月
廿
五
日

山
何

後
土
御
門
院
独
吟

列
聖
全
集

⑸
長
禄
二
年
二
月
五
日

山
何

飛
鳥
井
雅
親
独
吟

松
平
文
庫

⑹
文
明
十
九
年
六
月
廿
五
日

唐
何

三
条
西
実
隆
独
吟

天
理
図
書
館

⑺
明
応
三
年
十
二
月
廿
五
日

何
木

三
条
西
実
隆
独
吟

連
歌
集
書
六
七

─ 24 ─



右
の
う
ち
、
⑶
は
作
者
表
記
が
な
い
こ
と
に
よ
る
推
定
。
懐
紙
を
巻
子
本
に
し
て
い
る
。
⑷
は
﹃
奥
田
年
表(２

)

﹄
に
宮
書
︵
原
本
︶
と
す
る
。
筆

者
は
列
聖
全
集
に
よ
っ
て
い
る
。
⑸
は
諸
本
あ
り
、
作
者
名
も
諸
伝
が
あ
る
。
⑹
は
天
理
図
書
館
蔵
の
連
歌
懐
紙
巻
子
本
集
の
一
。
同
日
に
後

土
御
門
院
、
実
隆
、
親
長
の
独
吟
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
赤
瀬
氏
の
考
証
が
あ
る
。

入
集
句
の
一
覧
。

㈠
明
応
三
年
十
二
月
廿
五
日

２
、
３
︵
福
︶

遣
水
寒
し
草
枯
の
庭

月
に
た
つ
と
も
ね
の
鴛
の
影
み
え
て

巻
六

一
二
五
四
、
一
二
五
五

明
応
三
年
十
一
月
ひ
と
り
連
哥
の
中
に

や
り
水
さ
む
し
草
か
れ
の
庭

月
に
た
つ
友
ね
の
を
し
の
こ
ゑ
ふ
け
て

権
大
納
言
実
隆

㈡
同

、

︵
福
︶

44

45

あ
た
言
の
は
も
猶
ま
た
れ
け
り

い
ら
へ
せ
ぬ
人
に
こ
ゝ
ろ
の
尽
は
て
ゝ

巻
八

一
五
三
九
、
一
五
四
〇

独
連
哥
の
中
に

あ
た
の
こ
と
葉
も
な
を
ま
た
れ
け
り

い
ら
へ
せ
ぬ
人
に
こ
ゝ
ろ
の
つ
き
は
て
ゝ

権
大
納
言
実
隆

─ 25 ─



㈢
同

、
62

63

詠
さ
し
て
も
く
れ
わ
た
る
空

春
は
今
霞
む
は
か
り
の
か
た
み
に
て

巻
二

四
二
三
、
四
二
四

な
か
め
も
あ
か
す
暮
わ
た
る
そ
ら

春
は
い
ま
か
す
む
は
か
り
を
名
こ
り
に
て

権
大
納
言
実
隆

㈣
同

、

︵
福
︶

64

65

か
へ
る
を
き
け
は
鳥
も
う
き
声

散
迠
も
み
る
や
恨
の
花
な
ら
ん

巻
二

二
四
三
、
二
四
四

百
韻
の
ひ
と
り
連
歌
に

か
へ
る
を
き
け
ば
う
き
と
り
の
こ
ゑ

ち
る
ま
て
を
み
る
や
う
ら
み
の
花
な
ら
む

権
大
納
言
実
隆

㈤
同

、

︵
福
︶

81

82

枝
か
は
す
柳
を
風
の
吹
わ
け
て

晴
た
る
水
を
わ
た
る
白
鷺

巻
十
四

二
七
四
八
、
二
七
四
九

独
連
歌
の
中
に

枝
か
は
す
柳
を
風
の
吹
わ
け
て

─ 26 ─



は
れ
た
る
水
を
わ
た
る
し
ら
鷺

権
大
納
言
実
隆

㈥
同

、
92

93

神
の
さ
つ
け
し
国
あ
ふ
く
な
り

月
日
と
も
頼
む
は
君
か
光
に
て

巻
七

一
二
九
六
、
一
二
九
七

独
連
歌
の
中
に

神
の
さ
つ
け
し
国
あ
ふ
く
な
り

月
日
と
も
た
の
む
は
君
の
ひ
か
り
に
て

権
大
納
言
実
隆

御
製
か
ら
は
一
句
も
採
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
撰
句
資
料
と
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
実
隆
独
吟
は
一
つ
の
百
韻
か
ら

六
句
入
集
と
い
う
異
例
の
数
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
後
で
考
え
た
い
。

８

将
軍
足
利
義
政
を
院
の
近
臣
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
禁
裏
か
ら
撰
者
た
ち
に
提
供
さ
れ
た
資
料
に
室
町
殿
の
連
歌
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
金
子
金
治
郎
氏
は
著
書
に
お
い
て
特
に
詳
細
に
調
査
さ
れ
、﹃
義
政
句
集
﹄
に
つ
い
て
は
入
集
句
全
部
を
確
認
の
う

え
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
百
韻
類
に
つ
い
て
は
多
少
補
い
得
た
よ
う
に
思
う
の
で
、
将
軍
出
座
の
連
歌
の
一
覧
と
入
集
句
の
確
認
を
試

み
よ
う
。
な
お
、
百
韻
の
伝
来
に
つ
い
て
は
御
土
御
門
院
出
座
百
韻
と
異
る
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
確
認
し
え
た
九
例
の
う
ち
、
原
懐
紙

は
巻
子
本
に
装
幀
さ
れ
て
い
る
⑸
の
一
例
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
は
す
べ
て
転
写
本
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
後
に
考
え
た
い
。
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将
軍
出
座
の
百
韻
。

⑴
永
享
五
年
二
月
十
一
日

北
野
一
万
句

宮
内
庁
書
陵
部

⑵
︵
行
水
の
︶

何
木

連
歌
集
書
二
三

⑶
嘉
吉
元
年
二
月
廿
六
日

何
人

連
歌
集
書
一
六

⑷
寛
正
五
年
四
月
廿
八
日

何
路

続
群
書
類
従

⑸
寛
正
七
年
正
月
十
八
日

何
人

小
島
三
郎
氏

⑹
応
仁
元
年
十
月
十
七
日

何
人

続
群
書
類
従

⑺
応
仁
二
年
正
月
廿
八
日

山
何

連
歌
集
書
一
六

⑻
文
明
十
四
年
三
月
廿
日

何
人

連
歌
集
書
二
三

⑼
長
享
二
年
三
月
十
七
日

何
人

京
都
府
立
総
合
資
料
館
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右
の
う
ち
、
⑴
⑶
は
義
教
、
⑼
は
義
尚
が
参
加
。
他
は
す
べ
て
義
政
が
一
座
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
⑹
の
独
吟
は
作
者
に
つ
き
異
説
あ
り
。

入
集
句
の
一
覧
。

㈠
寛
正
五
年
四
月
廿
八
日

、

︵
福
・
○
︶

10

11

あ
し
た
に
な
り
ぬ
雪
の
む
ら
き
え

栄
阿

夜
は
に
春
い
つ
く
の
山
を
越
え
つ
ら
ん

桐

巻
一

三
、
四

家
の
百
韻
の
連
哥
に

朝
に
な
り
ぬ
雪
の
む
ら
き
え

と
い
ふ
句
に

夜
半
に
春
い
つ
く
の
山
を
こ
え
つ
ら
む

慈
照
院
入
道
贈
太
政
大
臣

㈡
同

、

︵
福
・
○
︶

29

30

露
お
も
き
荻
の
末
葉
の
打
な
ひ
き

桐

小
と
り
取
そ
へ
か
へ
る
か
り
人

飛
鳥
井
前
中
納
言

巻
五

九
一
三
、
九
一
四

露
を
も
き
荻
の
す
ゑ
葉
の
う
ち
し
ほ
れ

小
鳥
と
り
そ
へ
か
へ
る
か
り
人

前
大
納
言
雅
親

㈢
同

、

︵
○
︶

40

41

と
を
山
ま
ゆ
そ
雲
に
の
こ
れ
る

能
阿

青
柳
の
い
と
よ
り
ほ
そ
き
月
出
て

藤
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巻
一

六
九
、
七
〇

と
を
山
ま
ゆ
そ
雲
に
の
こ
れ
る

あ
を
や
き
の
糸
よ
り
ほ
そ
き
月
い
て
ゝ

大
染
金
剛
院
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

㈣
同

、

︵
○
︶

84

85

今
夜
と
は
す
は
い
か
ゝ
た
へ
ま
し

日
野
大
納
言

せ
め
て
月
我
が
手
枕
に
か
わ
さ
は
や

藤

巻
十

一
九
六
七
、
一
九
六
八

こ
よ
ひ
と
は
す
は
い
か
に
た
へ
ま
し

せ
め
て
月
わ
か
手
枕
に
か
は
さ
は
や

大
染
金
剛
院
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

㈤
文
明
十
四
年
三
月
廿
日

１
︵
金
・
○
︶

ち
き
り
あ
れ
や
一
樹
の
陰
の
花
の
宿

桐

巻
十
九

三
六
四
七

前
大
僧
正
道
興
の
長
谷
の
坊
に
て
百
韵
の
連
歌
侍
し
に

契
あ
れ
や
一
木
の
か
け
の
花
の
宿

慈
照
院
入
道
贈
太
政
大
臣

㈥
同

、

︵
金
・
○
︶

52

53

く
た
る
も
は
や
き
水
の
夕
風

宣

最
上
川
の
ほ
れ
は
月
の
猶
晴
れ
て

中

巻
四

七
三
七
、
七
三
八

文
明
十
四
年
三
月
前
大
僧
正
道
興
の
長
谷
の
坊
に
て
慈
照
院
入
道
贈
太
政
大
臣
百
韵
の
連
歌
し
侍
し
に
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く
た
る
も
は
や
く
水
そ
暮
ゆ
く

も
か
み
川
の
ほ
れ
は
月
の
な
を
す
み
て

前
中
納
言
雅
康

㈦
同

、

︵
金
・
○
︶

62

63

涙
か
た
し
き
あ
か
す
よ
な
〳
〵

実

恨
を
や
海
も
浅
し
と
告
や
ら
ん

中

巻
十

二
〇
六
二
、
二
〇
六
三

文
明
十
四
年
三
月
廿
日
慈
照
院
入
道
贈
太
政
大
臣
家
に
て
侍
し
連
歌
に

な
み
た
か
た
し
き
あ
か
す
夜
な
〳
〵

う
ら
み
を
や
海
も
あ
さ
し
と
つ
け
や
ら
む

前
中
納
言
雅
康

㈧
同

、

︵
金
・
○
︶

92

93

む
す
ひ
し
契
後
も
わ
す
る
な

徳

岩
代
の
ま
つ
こ
と
は
猶
絶
ぬ
み
に

桐

巻
八

一
五
一
七
、
一
五
一
八

文
明
十
四
年
三
月
家
に
て
百
韵
の
連
哥
侍
し
に

む
す
ひ
し
ち
き
り
後
も
わ
す
る
な

い
は
し
ろ
の
ま
つ
事
は
な
を
絶
し
世
に

慈
照
院
入
道
贈
太
政
大
臣

㈨
長
享
二
年
三
月
十
七
日

、
14

15

舟
心
せ
よ
風
に
な
る
そ
ら

木
阿

荒
ぬ
ら
ん
興
を
も
磯
の
波
に
み
て

政
行
朝
臣
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巻
十
四

二
七
五
四
、
二
七
五
五

舟
こ
ゝ
ろ
せ
よ
風
に
な
る
空

は
る
か
な
る
お
き
を
も
磯
の
波
に
見
て

藤
原
政
行
朝
臣

㈩
同

、
24

25

ま
た
じ
と
お
も
ふ
暮
は
い
く
た
び

則
秀

身
の
程
を
恋
し
き
う
ち
に
か
へ
り
み
て

政
行
朝
臣

巻
九

一
七
九
一
、
一
七
九
二

ま
た
し
と
お
も
ふ
暮
は
い
く
た
ひ

身
の
ほ
と
を
恋
し
き
う
ち
に
か
へ
り
み
て

藤
原
政
行
朝
臣

長
享
二
年
の
百
韻
か
ら
二
句
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
二
句
と
も
藤
原
政
行
、
す
な
わ
ち
二
階
堂
政
行
の
句
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
撰

集
入
集
を
願
っ
た
小
句
集
が
介
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
足
利
義
尚
が
出
座
し
て
十
九
句
詠
み
、
政
行
が
十
二
句
詠
ん
だ
こ
の

百
韻
か
ら
政
行
の
句
を
の
み
二
句
採
る
と
い
う
の
は
腑
に
落
ち
な
い
こ
と
で
あ
る
。
義
尚
の
句
は
集
に
わ
ず
か
四
句
し
か
採
ら
れ
て
お
ら
ず
、

適
当
な
句
は
是
非
と
も
ほ
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
さ
し
お
い
て
政
行
の
句
の
み
二
句
採
る
と
い
う
結
果
か
ら
、
こ
の
百
韻
は
撰
句
の

対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

﹃
後
鑑
﹄
付
載
﹃
義
政
句
集
﹄

こ
れ
に
つ
い
て
は
金
子
金
治
郎
氏
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
別
に
二
例
示
し
て
お
こ
う
。

㈠
発
句

234

う
す
く
こ
き
も
み
ぢ
に
し
る
し
む
ら
時
雨
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巻
二
十

三
七
八
九

う
す
く
こ
き
紅
葉
や
い
つ
の
む
ら
時
雨

法
眼
専
順

㈡

同

255

さ
き
ま
じ
る
萩
を
く
る
ま
の
に
し
き
哉

巻
二
十

三
七
四
一

秋
の
野
は
萩
を
く
る
ま
の
に
し
き
哉

慈
照
院
入
道
贈
太
政
大
臣

㈠
の
例
は
専
順
と
義
政
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
ず
、
偶
然
の
類
似
句
で
あ
ろ
う
か
。
㈡
は
自
身
か
撰
者
に
よ
る
改
作
の
可
能
性

も
考
え
ら
れ
よ
う
。

９

以
上
の
調
査
か
ら
、
思
い
つ
く
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
、﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄入
集
に
つ
い
て
立
場
の
違
い
を
お
さ
え
て
お
こ
う
。
こ
の
集
の
撰
集
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
、撰
者
の
も
と
に
続
々

と
入
集
希
望
者
の
句
が
届
け
ら
れ
る
。
現
存
す
る
相
良
為
続
の
句
集
か
ら
考
え
れ
ば(

３
)

、以
前
に
宗
r
、あ
る
い
は
他
の
連
歌
師
の
合
点
を
も
ら
っ

た
自
句
を
集
め
た
小
句
集
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
連
歌
数
奇
の
人
々
は
き
わ
め
て
多
数
で
、
入
集
を
切
望
し
、
か
な
え
ら

れ
た
者
は
大
い
な
る
名
誉
と
誇
っ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
公
家
衆
の
場
合
は
ど
う
か
。
彼
ら
に
と
っ
て
勅
撰
和
歌
集
へ
の
入
集
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
が
、
連
歌
の
准
勅
撰
集
は
そ

れ
ほ
ど
の
価
値
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
私
家
集
を
残
し
た
貴
族
は
多
い
が
、
句
集
を
編
集
し
た
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
二
条
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良
基
、
一
条
兼
良
、
三
条
西
実
隆
ら
を
思
い
浮
か
べ
て
も
句
集
の
伝
来
す
る
こ
と
を
聞
か
な
い
。
後
土
御
門
院
の
場
合
は
発
句
集
が
編
ま
れ
た

可
能
性
を
後
ほ
ど
考
え
た
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
現
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
方
撰
者
の
側
で
は
、
准
勅
撰
集
の
格
式
を
備
え
る
た
め
に

は
ど
う
し
て
も
高
位
高
官
の
人
々
の
句
を
望
む
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
禁
裏
か
ら
は
曼
殊
院
本
、
賦
物
連
歌
な
ど
を
含
む
原
懐
紙
群
が
提

供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
懐
紙
群
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
自
体
比
類
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
公
家
衆
は
当
時
日
常
的
に
連
歌
に
興
じ
て
い
た
で
あ

ろ
う
が
、
諸
家
に
懐
紙
類
の
伝
来
す
る
例
を
知
ら
な
い
。
陽
明
文
庫
や
冷
泉
家
の
よ
う
に
蔵
書
を
維
持
し
え
た
と
こ
ろ
に
も
、
近
代
に
な
っ
て

蔵
書
を
処
分
し
た
と
知
ら
れ
る
家
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
連
歌
の
懐
紙
な
ど
、
わ
ざ
わ
ざ
保
存
す
べ
き
も
の
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
禁
裏
で
の
原
懐
紙
が
こ
れ
ほ
ど
大
量
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
後
土
御
門
院
の
連
歌
へ
の
熱
意
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
代
の
後
柏
原
院
、
後
奈
良
院
ま
で
続
く
。﹃
言
継
卿
記
﹄
を
繙
読
す
る
と
、
後
奈
良
院
の
天
文
年
間
ま
で
、
禁
裏
に

お
け
る
連
歌
興
行
は
あ
た
か
も
月
次
の
行
事
の
ご
と
く
頻
繁
に
見
出
さ
れ
る
が
、
正
親
町
院
の
永
禄
年
間
に
至
る
と
、
ほ
と
ん
ど
連
歌
の
記
事

が
影
を
ひ
そ
め
る
。
天
皇
そ
の
人
の
好
み
の
あ
ら
わ
れ
と
見
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

賦
物
連
歌
の
現
状
は
同
じ
傾
向
を
示
し
、
第
五
集
に
天
文
ま
で
の
作
を
お
さ
め
る
が
、
第
六
集
は
弘
治
永
禄
の
作
を
四
点
︵
但
し
う
ち
二
点

は
千
句
︶
お
さ
め
た
あ
と
天
正
十
年
に
飛
ぶ
。
第
一
集
に
宗
伊
の
、
第
三
集
に
宗
r
の
作
と
、
異
質
な
二
点
を
含
む
が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
院

と
近
臣
の
作
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
六
集
以
後
は
紹
巴
ら
連
歌
師
の
作
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
禁
裏
の
人
々
は
連
歌
の
実
作
者
か
ら
鑑
賞
者

に
転
じ
た
か
の
ご
と
く
で
、
大
き
く
見
れ
ば
連
歌
史
の
節
目
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
連
歌
合
集
十
一
は
前
半
享
禄
ま
で
は
後
奈
良
院
た
ち
の
作

で
、
う
ち
二
点
宗
r
の
作
を
含
む
が
、
後
半
は
天
正
以
後
の
紹
巴
作
品
集
の
様
相
を
呈
す
る
。
つ
ま
り
賦
物
連
歌
と
合
集
十
一
は
作
品
集
と
し

て
は
同
様
の
性
質
を
示
す
。
合
集
十
一
は
賦
物
連
歌
の
縮
図
の
観
が
あ
る
。
賦
物
連
歌
の
一
、
二
集
と
、
曼
殊
院
蔵
の
連
歌
は
、﹃
新
撰
菟
玖
波

集
﹄
撰
者
に
資
料
と
し
て
提
供
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
合
集
十
一
の
明
応
初
年
ま
で
の
百
韻
も
同
じ
扱
い
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
高
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い
。
も
ち
ろ
ん
連
歌
合
集
は
江
戸
に
下
る
写
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
元
に
あ
っ
た
原
懐
紙
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
後
土
御
門
院
の
句
に
つ
い
て
曼
殊
院
本
、
賦
物
連
歌
、
合
集
十
一
か
ら
の
入
集
句
を
数
え
る
と
、
全
五
句
に
す
ぎ
ず
、
合
集
二
十
九

の
源
氏
詞
を
賦
物
と
す
る
独
吟
か
ら
三
句
を
加
え
て
も
、
八
句
に
す
ぎ
な
い
。
院
の
入
集
句
は
付
句
八
十
三
、
発
句
二
十
五
の
計
百
八
で
あ
る

か
ら
、
出
典
の
判
明
し
た
の
は
一
割
弱
に
す
ぎ
な
い
。
撰
者
の
手
に
し
た
懐
紙
は
、
現
存
す
る
も
の
の
何
倍
に
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
以
上
は
す
べ
て
付
句
で
あ
っ
て
、
発
句
の
う
ち
本
稿
で
確
認
で
き
た
も
の
は
二
句
、
文
明
十
一
年
十
二
月
廿
五
日
の
何
船
百
韻
、

同
十
八
年
正
月
廿
五
日
の
何
路
百
韻
で
、
前
者
は
東
大
国
文
研
究
室
蔵
、
後
者
は
弘
文
荘
の
書
目
に
よ
る
。
両
者
と
も
、
禁
裏
か
ら
出
た
資
料

で
、
撰
者
が
手
に
し
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
も
と
よ
り
原
懐
紙
か
ら
の
採
録
を
確
認
で
き
た
も
の
は
少
数
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
単
な
る
偶
然
か
も
し
れ
ぬ
が
、
懐
紙
か
ら
は
付
句
を
採
る
と
の
方
針
が
あ
り
、
発
句
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
院
の
発
句
集
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
と
い
う
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
発
句
に
つ
い
て
は
、
公
家
日
記
に
し
ば
し
ば
記
載
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
厳
密
に
は
出
典
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
当
日
の
第
三
者
に
よ
る
証
言
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
存
す
る
賦
物
連
歌
第
一
、
二
集
と
曼
殊
院
本
、
さ
ら
に
連
歌
合
集
十
一
の
明
応
三
年
頃
ま
で
の
連
歌
は
、
後
花
園
院
時
代
の
寛
正
年
間
の

も
の
、
さ
ら
に
は
次
の
後
土
御
門
院
の
文
明
か
ら
明
応
ま
で
の
作
で
、
院
と
近
臣
た
ち
に
よ
る
興
行
で
あ
る
。
作
者
圏
に
つ
い
て
も
、
時
間
的

な
範
囲
に
つ
い
て
も
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
条
件
の
も
と
の
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
者
の
間
で
は
重
複
す
る
こ
と
が
な
い
。
と
り
わ

け
、
文
明
十
四
年
二
月
の
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
興
行
さ
れ
た
千
句
、
第
一
が
合
集
十
一
に
あ
り
、
第
二
、
五
、
九
の
三
点
は
賦

物
連
歌
第
一
集
に
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
は
原
懐
紙
そ
の
も
の
を
分
割
し
て
保
存
、
一
方
は
写
本
と
し
て
伝
わ
り
、
も
う

一
方
は
懐
紙
そ
の
も
の
を
後
世
に
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

曼
殊
院
本
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
こ
こ
か
ら
の
入
集
句
は
す
べ
て
三
代
の
天
皇
、
す
な
わ
ち
後
花
園
院
、
後
土
御
門
院
、
後
柏
原

院
︵
た
だ
し
当
時
は
親
王
御
方
︶
の
御
製
で
あ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
偶
然
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。﹃
言
継
卿
記
﹄
天
文
十
年
代
の
連
歌
、
和
漢
な

ど
の
席
の
記
録
に
し
ば
し
ば
曼
殊
院
宮
が
見
え
る
。﹃
諸
門
跡
譜(４

)

﹄
の
曼
殊
院
の
条
に
あ
た
る
と
、﹁
覚
恕
准
三
宮

後
奈
良
院
皇
子
﹂
な
る
記

─ 35 ─



述
が
あ
り
、
時
代
か
ら
見
て
こ
の
人
で
あ
ろ
う
。
連
歌
好
士
な
の
を
見
た
父
天
皇
が
、
歴
代
の
入
集
句
を
含
む
こ
れ
ら
懐
紙
を
賜
う
た
の
か
な

ど
、
想
像
し
て
み
た
い
。

賦
物
連
歌
に
つ
い
て
は
桂
宮
初
代
智
仁
親
王
が
、
文
禄
二
年
閏
九
月
下
旬
興
行
の
何
船
百
韻(

５
)

に
出
座
す
る
な
ど
、
連
歌
の
好
士
で
あ
り
、
桂

宮
本
叢
書
の
連
歌
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
熱
心
な
連
歌
書
の
収
集
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
賦
物
連
歌
と
い
う
大
部
の
懐
紙

群
が
同
宮
家
の
所
有
と
な
り
、
ま
た
明
治
の
宮
家
断
絶
後
、
再
び
禁
裏
所
蔵
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

禁
裏
か
ら
曼
殊
院
・
桂
宮
な
ど
に
懐
紙
群
が
頒
布
さ
れ
た
後
、
な
お
残
っ
た
分
か
ら
の
写
本
が
連
歌
合
集
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
当

時
残
っ
て
い
た
も
の
す
べ
て
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
い
く
つ
か
を
抜
粋
し
た
の
で
あ
る
か
は
、
不
明
と
す
る
し
か
な
い
。

﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
編
集
の
作
業
中
に
提
供
さ
れ
た
懐
紙
群
が
、
こ
の
時
す
で
に
整
理
さ
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
期
に
整
理
さ

れ
、
そ
れ
以
後
そ
こ
に
新
た
に
興
行
さ
れ
た
連
歌
懐
紙
が
付
加
さ
れ
た
も
の
な
の
か
も
、
興
味
深
い
問
題
と
な
ろ
う
。
先
例
と
し
て
、
伏
見
宮

の
﹃
看
聞
日
記
﹄
紙
背
文
書
の
連
歌
懐
紙
群
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
四
句
の
入
集
が
確
認
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、﹃
看
聞
日
記
﹄
が

こ
れ
ら
連
歌
懐
紙
を
紙
背
文
書
と
し
て
清
書
整
本
さ
れ
た
の
は
、
永
享
年
間
、
後
崇
光
院
自
筆(６

)

と
さ
れ
る
の
で
、
撰
集
作
業
を
は
る
か
に
遡
る
。

ま
た
日
記
と
い
う
性
質
上
、
撰
集
の
た
め
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
ず
、
一
方
入
集
句
は
す
べ
て
後
崇
光
院
の
作
で
あ
る
か
ら
、
撰
者

の
見
た
資
料
は
後
崇
光
院
の
句
集
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
伏
見
宮
家
に
連
歌
懐
紙
を
保
存
す
る
先
例
が
確
認
で
き
る
の
で
、
以
後

の
後
花
園
院
、
後
土
御
門
院
に
も
同
様
の
こ
と
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
曼
殊
院
本
、
賦
物
連
歌
、
連
歌
合
集
十
一
の
元
の
懐
紙
、
こ
れ
ら

を
含
ん
だ
、
非
常
に
大
き
な
連
歌
懐
紙
の
ま
と
ま
り
が
、﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
以
前
に
、
禁
裏
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
懐
紙
群
に
対
し
、
賦
物
連
歌
残
欠
と
連
歌
合
集
二
十
二
が
ど
う
関
連
す
る
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
す
る
し
か
な
い
が
、
連
歌
合

集
二
十
九
は
特
殊
な
賦
物
を
と
っ
た
百
韻
の
集
積
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
性
格
は
明
白
で
あ
る
。

民
間
に
伝
わ
っ
た
百
韻
に
つ
い
て
目
を
ひ
か
れ
る
の
は
、
原
懐
紙
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
巻
子
本
に
し
た
も
の
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
何
よ
り
も
御
製
を
含
む
懐
紙
を
入
手
し
た
人
々
が
、
懐
紙
そ
の
も
の
を
珍
蔵
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
宗
r
ら
、
同
時
代
の
連
歌
師
の
作
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は
転
写
を
重
ね
て
伝
来
し
、
所
々
に
流
布
し
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
て
、
著
し
く
様
相
が
異
な
る
。
原
懐
紙
の
形
態
は
繙
読
を
重
ね
る
こ
と
に
対
し

て
の
耐
性
を
欠
き
、
こ
よ
り
で
綴
じ
た
だ
け
の
懐
紙
は
た
ち
ま
ち
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
失
な
わ
れ
、
順
序
は
乱
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
実
、

原
懐
紙
の
発
見
、
紹
介
者
は
し
ば
し
ば
落
丁
乱
丁
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
原
懐
紙
の
ま
ま
伝
来
し
て
い
る
諸
作
品
は
、
現
物
と
し
て
珍
蔵

さ
れ
る
も
の
の
、
連
歌
作
品
と
し
て
繰
り
返
し
披
見
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
禁
中
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
環
境
に
お
い
て
興
行
さ

れ
続
け
た
院
と
近
臣
た
ち
の
連
歌
は
、
作
品
と
し
て
注
目
を
集
め
る
こ
と
は
な
く
、
主
流
は
や
は
り
七
賢
か
ら
宗
r
へ
の
流
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。次

に
独
吟
連
歌
に
つ
い
て
は
後
花
園
院
、
後
土
御
門
院
ら
の
、
か
な
り
の
数
が
伝
来
し
て
い
る
。﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
撰
に
際
し
、
﹁
旧
院
御

製
独
吟
連
歌
﹂
が
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
度
調
べ
た
御
製
の
独
吟
に
は
入
集
句
が
な
く
、
両
者
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
明
応
三

年
十
二
月
廿
五
日
の
三
条
西
実
隆
の
独
吟
百
韻
か
ら
は
六
句
の
入
集
を
見
る
。
編
集
作
業
に
た
け
な
わ
の
時
期
の
独
吟
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
一
つ
の
百
韻
か
ら
多
く
の
句
を
採
る
と
い
う
の
は
、
他
に
資
料
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
長
年
に
わ
た
る

宗
r
と
の
親
交
が
あ
る
実
隆
に
し
て
、
連
歌
資
料
を
熱
心
に
保
存
し
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
の
作
と
い
う
の

は
、
入
集
を
前
提
と
し
て
の
独
吟
賦
詠
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
撰
者
の
側
か
ら
の

慂
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
原
懐
紙
に
源
大
納
言
入

道
と
あ
る
の
を
、
集
で
は
蒼
玉
院
入
道
贈
内
大
臣
と
表
記
す
る
な
ど
と
い
う
、
神
経
を
す
り
へ
ら
す
作
業
に
あ
た
り
、
学
識
あ
る
実
隆
の
よ
う

な
人
物
に
さ
ま
ざ
ま
な
助
力
を
仰
い
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
実
隆
の
入
集
句
を
増
や
す
こ
と
で
、
い
く
分
か
の
好
意
を

示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
﹃
実
隆
公
記
﹄
は
明
応
三
年
十
一
、
二
月
の
記
事
を
欠
き
、﹃
再
昌
草
﹄
は
開
始
以
前
で
、
裏
付
け
と
な

る
記
述
は
な
く
、
以
上
は
想
像
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
百
韻
は
一
日
で
読
み
了
え
る
の
が
通
常
で
あ
る
の
で
、
こ
の
独
吟
を
粗
製
濫

造
と
い
う
必
要
は
な
い
。

最
後
に
足
利
義
政
の
句
を
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
時
代
、
幕
府
は
連
歌
な
ど
に
か
ま
け
る
力
を
失
な
っ
て
お
り
、
金
子
氏
に
よ
っ
て
、
未
亡

人
日
野
富
子
が
﹁
御
く
わ
い
し
﹂
と
﹁
連
歌
の
御
そ
う
し
﹂
を
禁
中
に
呈
し
、
禁
中
か
ら
実
隆
に
﹁
御
代
御
連
哥
并
慈
照
院

殿
御
連
歌

一
合
﹂
が
渡
さ
れ
て
い
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る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(７

)

。
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
集
に
は
﹃
後
鑑
﹄
付
載
の
﹃
義
政
句
集
﹄︵
仮
題
︶
と
、
百
韻
二
点
と
の
共
通
句

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
﹃
義
政
句
集
﹄
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、﹃
後
鑑
﹄
巻
三
百
六
十
一
が
﹁
発
句
之
事
﹂
と
題
す
る
発
句
集
で
、
文
安
五

年
八
月
か
ら
寛
正
六
年
十
二
月
に
至
る
。
通
し
番
号
を
私
に
付
し
た
が
、
１
～

と
な
っ
た
。
巻
三
百
六
十
二
は
﹁
連
歌
之
事
﹂
と
し
、
さ
ら

303

に
﹁
愚
句
﹂
と
題
す
る
。
長
禄
三
年
か
ら
寛
正
六
年
に
至
る
。
通
し
番
号
を
継
続
す
る
と
、

～

、
さ
ら
に
巻
三
百
六
十
三
は
同
様
に
﹁
連

304

609

哥
之
事
﹂﹁
愚
句
﹂
と
題
し
、

～

ま
で
、
寛
正
七
年
か
ら
文
明
十
一
年
に
至
る
。
愚
句
と
題
し
て
い
る
の
で
、
編
集
の
実
務
は
同
朋
衆
な
り

710

1487

が
行
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
義
政
自
撰
の
句
集
と
な
る
。
発
句
と
付
句
を
別
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
成
立
順
に
記
し
て
ゆ
く
体
裁
は
、
宗
長
の

﹃
那
智
籠
﹄﹃
老
耳
﹄、
宗
碩
の
﹃
月
村
抜
句
﹄
に
通
ず
る
。
ま
た
句
数
も
多
く
、
彼
の
作
句
能
力
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
発
句
部
が
納
め
る

句
の
時
代
と
、
付
句
部
の
そ
れ
と
が
一
致
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
寛
正
六
年
、
文
明
十
一
年
に
終
了
す
る
必
然
性
が
分
か
ら
な
い
。
ま
た
﹃
新

撰
菟
玖
波
集
﹄
は
そ
れ
以
後
の
日
付
の
句
も
採
っ
て
い
る
、
な
ど
、
現
存
本
は
原
本
の
全
体
は
伝
え
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。﹃
後
鑑
﹄
は
付
載
の

句
集
以
後
の
句
は
、﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
の
書
名
を
掲
げ
て
本
文
を
整
え
て
い
る
の
で
、﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
が
﹃
後
鑑
﹄
の
出
典
な
の
で
あ
る
。

百
韻
の
伝
来
す
る
も
の
は
僅
か
で
あ
っ
て
、
出
典
と
さ
れ
る
句
を
確
認
し
た
の
は
二
点
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
ぞ
れ
四
句
の
入
集
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
撰
者
が
手
に
し
得
た
資
料
が
少
な
い
の
で
、
利
用
し
つ
く
そ
う
と
す
る
努
力
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
二
点
に
つ
い
て
も
、

寛
正
五
年
の
百
韻
に
は
能
阿
、
専
順
、
行
助
が
、
文
明
十
四
年
の
百
韻
に
は
宗
伊
、
宗
r
が
出
座
し
て
お
り
、
将
軍
と
同
座
す
る
連
歌
師
の
活

躍
へ
の
関
心
が
、
広
く
転
写
さ
れ
る
要
因
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
長
享
年
間
の
足
利
義
尚
出
座
の
百
韻
は
、
宗
r
の
合
点
と
批
語
を
付
し
た
形
の

写
本
が
あ
る(８

)

の
だ
が
、
撰
集
資
料
と
し
て
百
韻
の
形
で
使
用
さ
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
宗
r
の
合
点
を
得
た
義
尚
の
句
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
入
集
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
義
尚
の
入
集
句
は
四
句
し
か
な
い
の
で
、
撰
者
と
し
て
は
適
当
な
句
が
あ
れ
ば
当
然
入
集
さ
せ
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
百
韻
か
ら
は
、
二
階
堂
政
行
の
二
句
が
入
集
す
る
の
み
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
入
集
を
目
的
と
し
て
自
句
を
収
録
し

た
小
句
集
に
こ
の
二
句
が
含
ま
れ
、
撰
者
は
そ
の
小
句
集
か
ら
採
録
し
て
原
の
百
韻
は
資
料
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
室
町
幕
府
は
義

教
将
軍
の
、
記
録
で
は
し
き
り
に
興
行
さ
れ
て
い
た
連
歌
作
品(９

)

を
提
供
す
る
能
力
を
喪
失
し
て
お
り
、
義
尚
将
軍
の
代
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
っ

─ 38 ─



た
。
た
だ
、
義
政
将
軍
の
作
の
み
は
、
日
野
富
子
の
は
た
ら
き
か
け
と
、
禁
裏
の
協
力
に
よ
っ
て
、
句
集
を
伝
来
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
ろ
う
。

以
上
、
い
ろ
い
ろ
思
い
付
き
を
述
べ
た
が
、
後
崇
光
院
に
は
じ
ま
る
歴
代
の
連
歌
愛
好
と
、
室
町
幕
府
の
衰
微
を
概
観
し
た
。

註
︵

︶
﹃
百
韻
連
歌
懐
紙
曼
殊
院
蔵

﹄

ペ
ー
ジ
。

１

226

︵

︶
﹃
連
歌
作
品
年
表
稿
﹄︵
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要

輯
︶

ペ
ー
ジ
。

２

32

149

︵

︶
﹃
新
撰
菟
玖
波
集
の
研
究
﹄

ペ
ー
ジ
。

３

446

︵

︶
﹃
群
書
類
従
﹄
第
五
輯

ペ
ー
ジ
。

４

185

︵

︶
賦
物
連
歌
七
に
あ
り
。

５
︵

︶
﹃
国
史
辞
典
﹄
看
聞
日
記
条
。

６
︵

︶
﹃
新
撰
菟
玖
波
集
の
研
究
﹄

ペ
ー
ジ
。

７

324

︵

︶
金
子
金
治
郎
氏
﹃
連
歌
総
論
﹄

ペ
ー
ジ
。

８

301

︵

︶
前
掲
の
三
角
範
子
氏
論
文
。

９

︵
文
学
部
教
授
︶
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対
照
表

論
中
で
確
認
し
た
共
通
句
に
つ
き
、
新
撰
菟
玖
波
集
の
句
番
号
の
順
に
配
列
し
な
お
し
た
。
諸
先
学
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
句
も
含
め
る
こ
と
に

つ
と
め
た
。

一

貴
重
古
典
籍
叢
刊
４
﹃
新
撰
菟
玖
波
集
﹄
の
句
番
号
を
示
し
、
次
に
出
典
を
確
認
し
た
研
究
者
名
を
頭
文
字
で
記
す
。

一

﹃
新
撰
菟
玖
波
集
全
釈
﹄
に
つ
い
て
は
、
著
者
複
数
の
た
め
○
と
し
た
。
た
だ
し
、
指
摘
さ
れ
た
浅
茅
、
大
発
句
帳
は
出
典
と
は
し
が
た
い

の
で
、
△
を
付
し
た
。

一

年
月
日
は
百
韻
興
行
の
日
付
で
あ
る
。
数
字
は
作
品
の
初
め
の
句
を
１
と
し
た
通
し
番
号
で
、
断
片
や
記
録
に
引
用
さ
れ
た
も
の
も
、
す

べ
て
機
械
的
に
記
載
し
て
い
る
。

一

興
行
日
時
不
明
の
も
の
は
、
発
句
の
初
め
五
文
字
で
記
し
た
。

一

記
録
類
に
引
用
さ
れ
た
発
句
は
１
と
し
て
あ
る
。

一

義
政
句
集
は
発
句
の
最
初
を
１
と
し
、
以
下
通
し
番
号
を
付
し
た
。

句
番
号

研
究
者
名

出
典

三
、
四

福
○

寛
正
五
・
四
・
二
十
八

、
10

11

二
七
、
二
八

長
享
元
・
九
・
二
十
五

、
44

45

六
九
、
七
〇

○

寛
正
五
・
四
・
二
十
八

、
40

41

九
七
、
九
八

赤

寛
正
二
・
六
・
十
四

第
十

、
50

51

─ 40 ─



一
五
一
、
一
五
二

金
○

義
政
句
集

、
1126

1127

一
六
一
、
一
六
二

赤

文
明
十
六
・
十
二
・
二
十
五

、
19

20

二
一
九
、
二
二
〇

福
○

長
享
元
・
十
一
・
二
十
五

５
、
６

実
隆
公
記

二
二
七
、
二
二
八

文
明
十
八
・
六
・
十
七

、
36

37

二
四
三
、
二
四
四

福

明
応
三
・
十
二
・
二
十
五

、
64

65

二
七
一
、
二
七
二

金
○

義
政
句
集

、
336

337

三
一
一
、
三
一
二

金
○

義
政
句
集

、
1040

1041

四
二
三
、
四
二
四

明
応
三
・
十
二
・
二
十
五

、
62

63

五
五
三
、
五
五
四

金
○

義
政
句
集

、
1044

1045

六
三
三
、
六
三
四

文
明
十
三
・
六
・
二

、
79

80

六
六
五
、
六
六
六

赤

文
明
十
一
・
十
一
・
二
十
二

６
、
７

六
九
五
、
六
九
六

金
○

義
政
句
集

、
1396

1397

七
三
七
、
七
三
八

金
○

文
明
十
四
・
三
・
二
十

、
52

53

七
九
五
、
七
九
六

文
明
十
五
・
四
・
二

５
、
６

八
一
七
、
八
一
八

文
明
十
三
・
六
・
二

、
78

79

八
九
七
、
八
九
八

﹁
行
く
秋
に
﹂

、
19

20
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九
一
三
、
九
一
四

福
○

寛
正
五
・
四
・
二
十
八

、
29

30

一
〇
〇
〇
、
一
〇
〇
一

金
、
安
○

文
明
十
四
・
六
・
二
十
二

、
20

21

一
〇
五
六
、
一
〇
五
七

文
明
十
八
・
十
一
・
二

、
16

17

一
一
二
四
、
一
一
二
五

金
、
福

文
明
十
三
・
十
一
・
二
十
五

、
25

26

一
一
二
八
、
一
一
二
九

文
明
十
四
・
二
・
二
十
四

、
26

27

一
二
五
四
、
一
二
五
五

福

明
応
三
・
十
二
・
二
十
五

２
、
３

一
二
七
二
、
一
二
七
三

位
○

応
永
三
十
一
・
三
・
十
八

、
53

54

一
二
九
六
、
一
二
九
七

明
応
三
・
十
二
・
二
十
五

、
92

93

一
五
一
七
、
一
五
一
八

金
○

文
明
十
四
・
三
・
二
十

、
92

93

一
五
三
九
、
一
五
四
〇

福
△

明
応
三
・
十
二
・
二
十
五

、
44

45

一
五
四
九
、
一
五
五
〇

金
、
安
○

文
明
十
四
・
六
・
二
十
二

、
34

35

一
七
四
九
、
一
七
五
〇

文
明
十
八
・
十
一
・
二

、
46

47

一
七
五
三
、
一
七
五
四

大

文
明
十
五
・
三
・
二
十
五

、
46

47

一
七
九
一
、
一
七
九
二

長
享
二
・
三
・
十
七

、
24

25

一
八
〇
三
、
一
八
〇
四

文
明
十
一
・
六
・
二
十
五

、
51

52

一
八
一
七
、
一
八
一
八

文
明
四
・
十
・
六

、
60

61

一
九
四
一
、
一
九
四
二

金
○

義
政
句
集

、
342

343

一
九
六
七
、
一
九
六
八

○

寛
正
五
・
四
・
二
十
八

、
84

85
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一
九
九
三
、
一
九
九
四

位
○

応
永
三
十
・
五
・
二
十
七

、
52

53

一
九
九
七
、
一
九
九
八

金
○

義
政
句
集

、
1398

1399

二
〇
六
二
、
二
〇
六
三

金
○

文
明
十
四
・
三
・
二
十

、
62

63

二
二
六
八
、
二
二
六
九

赤

文
明
十
四
・
閏
七
・
一

、
54

55

二
二
七
四
、
二
二
七
五

金
○

義
政
句
集

、
1226

1227

二
二
九
八
、
二
二
九
九

文
明
十
八
・
二
・
三
十

、
11

12

二
三
三
〇
、
二
三
三
一

位
○

応
永
三
十
・
五
・
二
十
五

、
44

45

二
三
六
〇
、
二
三
六
一

﹁
行
く
秋
に
﹂

６
、
７

二
六
五
二
、
二
六
五
三

赤

延
徳
四
・
正
・
二
十
五

、
38

39

二
七
二
六
、
二
七
二
七

金
○

義
政
句
集

、
1056

1057

二
七
四
八
、
二
七
四
九

福
△

明
応
三
・
十
二
・
二
十
五

、
81

82

二
七
五
四
、
二
七
五
五

長
享
二
・
三
・
十
七

、
14

15

二
七
五
八
、
二
七
五
九

金
、
安
○

文
明
十
四
・
六
・
二
十
二

、
67

68

二
七
九
四
、
二
七
九
五

長
享
三
・
正
・
二
十
五

、
48

49

二
九
七
二
、
二
九
七
三
、

二
九
七
四

長
享
三
・
正
・
二
十
五

、

、

64

65

66

二
九
七
五
、
二
九
七
六

○

文
明
十
七
・
六
・
二
十
六

、
69

70
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三
一
一
三
、
三
一
一
四

文
明
十
八
・
十
一
・
二

、
66

67

三
一
三
七
、
三
一
三
八

赤

延
徳
四
・
正
・
二
十
五

、
68

69

三
二
〇
七
、
三
二
〇
八

○

文
明
十
七
・
六
・
二
十
六

、
68

69

三
二
一
一
、
三
二
一
二

文
明
十
五
・
四
・
二

、
67

68

三
二
八
一
、
三
二
八
二

金
○

義
政
句
集

、
1228

1229

三
二
八
三
、
八
二
八
四

位
○

応
永
二
十
九
・
三
・
十
五

、
10

11

三
二
九
九

文
明
十
八
・
四
・
二
十
五

90

三
三
一
九
、
三
三
二
〇

赤

文
明
十
一
・
十
一
・
二
十
二

、
83

84

三
三
四
九
、
三
三
五
〇

文
明
十
三
・
二
・
二
十
三

、
88

89

三
三
九
七
、
三
三
九
八

金
、
福
○

文
明
十
四
・
九
・
十
三

、
26

27

三
四
六
七
、
三
四
六
八

文
明
十
八
・
二
・
三
十

、
38

39

三
六
一
一

福
○

文
明
十
三
・
二
・
二
十
五

第
十

１

十
輪
院
内
府
記
、
言
国
卿
記

三
六
一
三

△

文
明
十
八
・
正
・
二
十
五

１

弘
文
荘
待
賈
書
目

31

三
六
二
九

福
○

文
明
十
四
・
二
・
三
十

１

十
輪
院
内
府
記

三
六
三
一

福
○

延
徳
二
・
三
・
十
六

１

実
隆
公
記

三
六
四
七

金
○

文
明
十
四
・
三
・
二
十

１

三
六
五
三

○

文
明
十
三
・
二
・
二
十
三

第
八

１

言
国
卿
記

三
六
五
四

福
○

明
応
三
・
二
・
二
十
一

１

実
隆
公
記
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三
六
七
八

福
○

文
明
十
七
・
三
・
九

１

後
法
興
院
記

三
六
八
〇

福
○

文
明
十
六
・
三
・
二
十
五

１

実
隆
公
記

三
六
九
一

金
△

寛
正
二
・
四
・
九

第
四

11

三
六
九
四

福
○

延
徳
二
・
四
・
二
十

１

実
隆
公
記

三
七
〇
七

福
○

文
明
十
八
・
四
・
十
七

１

後
法
興
院
記

三
七
一
七

福
○

文
明
十
七
・
五
・
七

１

実
隆
公
記

三
七
一
八

福
○

文
明
十
七
・
四
・
三
十

１

実
隆
公
記

三
七
三
二

福
△

文
明
十
八
・
七
・
九

１

後
法
興
院
記

三
七
四
一

△

義
政
句
集

255

三
七
五
九

福
○

長
享
二
・
八
・
十
五

１

実
隆
公
記

三
七
七
九

福
○

文
明
十
五
・
九
・
七

１

後
法
興
院
記

三
七
八
一

福
○

文
明
十
七
・
七
・
二
十
五

１

実
隆
公
記

三
七
八
二

福
○

文
明
十
一
・
九
・
二
十
五

１

実
隆
公
記

三
七
八
四

金
○

義
政
句
集

165

三
八
一
一

福
○

文
明
十
六
・
十
・
二
十
五

１

実
隆
公
記

三
八
一
九

金
○

義
政
句
集

118

三
八
二
一

福
○

文
明
十
五
・
十
一
・
七

１

実
隆
公
記

三
八
二
八

福
○

明
応
元
・
十
一
・
二
十
四

１

実
隆
公
記
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三
八
二
九

△

文
明
十
一
・
十
二
・
二
十
五

１

三
八
三
〇

福
△

長
享
元
・
十
一
・
二
十
五

１

実
隆
公
記

三
八
四
六

福
△

長
享
元
・
十
二
・
七

１

後
法
興
院
記
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